
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_02.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_03.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_04.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_05.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_06.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_07.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_08.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_08.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_09.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_10.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_11.pdf
http://www.kaken-shakyo.jp/hiroba/234/234_12.pdf


令
和
3
年
度
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

 

事

　
　
業

　
　
方

　
　
針

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、 

多
く
の
社
会
・
経
済

活
動
が
停
滞
し
、 

外
出
の
自
粛
等
に

よ
る
高
齢
者
等
の
孤
立
、 
減
収
や
失

業
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
、 
地

域
活
動
の
停
止
や
居
場
所
の
喪
失
に

よ
る
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な

ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、「
生

活
を
守
る
」
た
め
の
取
組
と
し
て
、

生
活
困
窮
者
や
ひ
と
り
親
へ
の
生
活

支
援
、 

感
染
防
止
に
配
慮
し
た
通
い

の
場
や
見
守
り
活
動
な
ど
の
継
続
、

様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
取
り
入

れ
た
新
た
な
福
祉
実
践
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、 

国
に
お
い
て
は
、「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
包

括
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

構
築
、 

介
護
人
材
の
確
保
及
び
業
務

効
率
化
の
取
組
の
強
化
、 

生
活
困
窮

者
自
立
支
援
・
ひ
き
こ
も
り
支
援
の

推
進
、 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

の
た
め
の
体
制
整
備
と
い
っ
た
様
々

な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
の
中
核
的
推
進
組
織
で

あ
る
県
社
協
は
、 

社
会
経
済
情
勢
に

よ
っ
て
急
増
す
る
生
活
課
題
や
複
雑

化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
の
基
本

目
標
を
次
の
と
お
り
定
め
、
本
県
の

地
域
福
祉
の
着
実
な
推
進
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
生
活
福

祉
資
金
特
例
貸
付
の
適
切
な
実
施
や

住
民
主
体
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い

活
動
等
の
市
町
村
社
協
の
取
組
へ
の

支
援
、
社
会
福
祉
従
事
者
等
に
対
す

る
各
種
研
修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ

る
受
講
機
会
の
拡
充
な
ど
、
必
要
な

支
援
を
届
け
る
た
め
の
取
組
や
県
内

の
福
祉
人
材
の
養
成
・
確
保
等
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
に
高
齢
者
等
の
社
会

参
加
や
地
域
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
確
保
し
、
生

活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
住

民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
事

業
」
や
介
護
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
・
促

進
を
図
る
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
相
談
窓
口

設
置
事
業
」、
若
者
や
他
業
種
か
ら
の
介

護
分
野
へ
の
参
入
促
進
を
支
援
す
る
新

た
な
就
学
資
金
や
就
職
支
援
金
の
貸
付

事
業
を
加
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

基

　
本

　
目

　
標

１ 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進  

　⑴ 

生
活
困
窮
者
支
援
へ
の
適
切
な
対

       

応
　⑵ 

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー

       

ズ
に
対
応
す
る
地
域
支
援
基
盤
づ

　
　

 

く
り
の
推
進

　⑶ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
的
確

       
な
運
用
と
債
権
管
理

２ 
福
祉
人
材
の
養
成
・
確
保
の
強
化

   

⑴ 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
等
に
よ
る
福

        

祉
人
材
育
成
事
業
の
拡
充

   

⑵ 

介
護
人
材
の
確
保
・
業
務
効
率
化

       

の
取
組
の
支
援

３

　新
た
な
時
代
の
社
会
福
祉
諸
制
度

   

へ
の
適
切
な
対
応
と
関
係
機
関
・
団

   

体
と
の
連
携
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事
業
体
系
図

      　　　　鹿 児 島 県 の 地 域 福 祉 の 推 進

    鹿児島県における社会福祉事業の健全な発達及び社会福祉に関する活動の活性化



　　報告　令和２年度　すこやか基金による助成について
　県社会福祉協議会では、皆様方からお寄せいただいた善意の寄附金を「すこやか基金」として積み立て、そ
の運用益を活用して福祉施設やボランティア活動団体及び福祉関係諸団体等へ助成を行っています。
　令和２年度は、障害児通所支援事業所を運営する特定非営利活動法人及び一般社団法人 22 団体に対して助
成を行いました。
　障害児通所支援事業所では、バランス平均台やマット、絵カードなどの遊具、耕耘機、車いす用体重計等事
務機器の整備に活用され、事業運営の充実が図られました。

耕耘機

バランス平均台

 総務部

３

鹿児島県社会福祉協議会
○　役職員異動

○　退　職

新 氏　　名 旧
常務理事兼事務局長 西井上　誠 常務理事
事務局次長兼生活支援部長兼福祉サービス利用支援室長 古市　幹朗 生活支援部長兼福祉サービス利用支援室長
事務局次長兼福祉人材・研修センター所長 日髙　耕一 福祉人材・研修センター所長
地域福祉部長 古市　智子 介護実習・普及センター所長
審議役　介護実習・普及センター所長 迫　　貴美 採　用
福祉人材・普及センター 参事 伊地知  茂樹 採　用
生活支援部 副部長 池下　真也 福祉人材・研修センター 副所長
福祉人材・研修センター 副所長 神薗　隆志 生活支援部 副部長
長寿社会推進部 副部長 鶴田　亜衣子 地域福祉部（施設福祉）副部長
地域福祉部（施設福祉） 主幹 有川　裕介 長寿社会推進部 主幹
総務部 主幹 上園　貴久 総務部 主任
生活支援部 主幹 東平　正孝 生活支援部 主任
長寿社会推進部 主幹 小川　真衣 長寿社会推進部 主任
地域福祉部 主任 池上　智子 地域福祉部 主事
介護実習・普及センター 主任 深水  ありさ 介護実習・普及センター 主事
総務部 主事 髙城 夕里歌 ボランティアセンター 主事
ボランティアセンター 主事 德永　朱音 総務部 主事
生活支援部 主事 西原　健翔 生活支援部福祉サービス利用支援室 主事
福祉人材・研修センター 主事 中間　祥平 採　用
生活支援部福祉サービス利用支援室 主事 柏木　洋人 採　用

所　属　・　職 氏　　名
事務局長兼地域福祉部長 福田　正道
地域福祉部参事 前村　洋行
福祉人材・研修センター参事 杢田　　昇

車いす用体重計

絵カードマット




















